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４日（水）に、次年度１年生の就学時健康診断 ５日（木）の午後から脱穀を行いま
がありました。宮本颯冴君（月田）、井本美羽さ した。かけ干しの稲を脱穀の機械に入
ん（溝上）、衛藤友紀さん（溝上）の３名です。 れるところを５，６年生がして、わら
３人ともとても元気で、はきはきしていて、来 を運ぶ係を低学年がして、あっいう間

年度も楽しみです。 に終わりました。「きついことやきた
平成３０年４月からは、統合して新しい小学校 ないことでも進んで

になります。そこで、新しく購入しても、また買 行う」というめあて
い直しをすることもあるかと思います。ご家庭に をみんなでがんばる
使わない制服や体育服がありましたら、学校に持 ことができました。
ってきていただくと助かります。近所の方にも声 地域の皆様、保護者
かけをお願いいたします。 の皆様に感謝です。

５日（木）に、玉名市民会館でありまし
た。太鼓等の準備もあり、毎年、１番目の
プログラムで登場しています。最初は「え

い、やあ！」で１年生も入って演奏しました。２曲目は「源九郎物語」を３年生以上で演
奏しました。講評では、「毎年素晴らしい太鼓の演奏を聴かせてくれていますが、音楽的
な要素（テンポ、リズム、強弱）もさることながら、視覚的に
も工夫されていて、とても楽しませてくれました。」とお褒め
の言葉をいただきました。今年は、坂本詠さんが閉会の言葉を、
堂々と言って終わりました。保護者の皆様には、太鼓の輸送、
着替えの手伝い等大変お世話になりました。テキパキとされて
いて、スムーズに終えることができました。ありがとうござい
ました。

６日（金）に、避難訓練を行いました。 １０／３０（金），３１（土）で、長崎
最初に地震の放送で、みんなは、ヘルメッ へ修学旅行に行きました。今回は、石貫小、
トをかぶり机の下に隠れました。その後、 三ツ川小、小田小、梅林小と一緒に行きま
火事が発生したと言うことで、非常階段の した。
方から、運動場に避難しました。１分１０ 出発式では緊張していた２人ですが、帰
秒で全員避難できました。おしゃべりもせ ってきたときは、他の学校のみんなとも仲
ずに真剣に行うことができました。 良くなり、にこにこ笑顔で帰ってきました。
その後、消防署の方からお話をしていた １日目は、平和公園や原爆資料館などを見

だき、水消火器を使って５，６年生と先生 学、語り部さんの講話で、平和の大切さに
で消火訓練をしました。 ついて学びました。２日目は、グラバー園、
最後には消防自動車も見学させていただ バイオパークなど楽しく観光できました。

きました。 心配された天気でしたが、雨も降ること
寒くなって火を使う機会が増えます。十 もなく、全員元気で過ごすことができたこ

分注意をしたいものです。 とが何よりでした。


